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目的： 

不健康な生活習慣により、若年層の脂質異常症は増加しているが、臨床症状が乏しいため注目されにくい。脂質異常症のリスク

ファクターを明らかにし、若いうちからの脂質異常症の管理は将来の循環器疾患の予防に繋がる。本研究では、大規模横断研究

を用いて、若年男性における食習慣と脂質異常症との関連を検討した。 

 

方法： 

本研究は、20～39 歳のエコチル調査参加者の男性 38,233 名を対象に、食物摂取頻度調査票（FFQ）から、自己申告の過去 12 

か月間の食習慣（食べる速さ、食べすぎ、朝食欠食、外食）を収集した。脂質異常症は、総コレステロール（TC）≥190 mg/dL、トリ

グリセライド（TG）≥150 mg/dL（空腹時）および≥175 mg/dL（非空腹時）、LDL-C≥140 mg/dL、HDL-C< 40 mg/dL と定義した。ロジ

スティック回帰を用いて、健康的な食習慣を基準とし、不健康的な食習慣の脂質異常症のオッズ比（OR）と 95％信頼区間（CI）を

算出した。 

 

結果： 

食べる速度が遅い人と比べ、普通の速度の人では HDL-C 低下の多変量調整オッズ比（95%信頼区間）が 1.27 (1.03, 1.56)で、速

い人では 1.26 (1.04, 1.53)であった。また、食べ過ぎは TC 上昇[1.16 (1.10-1.22)]、TG 上昇[1.11 (1.05-1.18)]、LDL-C 上昇[1.21 

(1.13-1.31)]と関連があった。5 回/週以上朝食を摂取する人と比べ、1-4 回/週と 1 回/週未満摂取する人では、TC 上昇の多変量

調整オッズ比はそれぞれ 1.11 (1.05-1.17) と 1.16 (1.09-1.24)で、LDL-C 上昇の多変量調整オッズ比はそれぞれ 1.21 (1.12-1.30)

と 1.38 (1.27-1.49)で、有意に高かった。一週間に 5 回以上外食する人では、1 回/週未満の人と比べて、TG 上昇の多変量調整オ

ッズ比が 1.13 (1.05-1.22)であった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

20-39 歳の若年男性において、食べる速さ、食べ過ぎ、朝食欠食、外食は脂質異常症と関連し、これらの不健康な食習慣の積み

重ねが脂質異常症と量・反応型の正の関連を示した。本研究は観察研究のため、未測定の交絡変数の影響は排除できないこと

や、食習慣は自己申告であるため、測定誤差の影響も考慮する必要がある。 

 

結論： 

若年男性において、食べる速さ、食べすぎ、朝食欠食と頻繁な外食は、脂質異常症と関連した。また、これらの不健康な食習慣

の積み重ねが脂質異常症と量・反応型の正の関連があった。 

 


